



































有効な項目となるから、発信者は必ず、メールに適当なSu b j e c tフィールドを付加する

























ma i I 受信者名の並び オプションの並び
である。
通常、システムは、







は、メールはde a d. t e x tにセーブされる。





たとえば、ユーザ全員に、 te s t. t e x tファイルの内容を、"t e s t "という表題
で、さらに、書留モードにて発送したい場合は、












>1 U suzuki@kyoyo 02/17/88 21:00:00 a 
2 N sato@kougaku 02/18/88 22:00:00 b 
3 R tanga@igaku 
& 
02/18/8823:00:00 c 


































































3. 4. 1 別名登録機能
ma lrc. dataファイル中に、
al as a kimura@kyoyo 
al as b uchimoto@center 




ma kimura@kyoyo uchimoto@center 

















めたくない場合には、"s e t n 0 h 0 I d "を指定する。
s e t r e p 1 y 
は、 qコマンドによる終了時に、参照していない書留メールがあれば、受信者に知らせ、返事
を出すモードに設定するo "set noreply は、それを抑制する。
ma コマンドのデフォルト値は、
















































ma 1. c メールコマンドのメインルーチン
conf g.h メールコマンド内で使う定数、大域変数等の宣言
prims. c システムコール等、マシンに依存する低レベル関数の集まり
t e x t. c テキスト型、及び、それにアクセスする関数の定義
u s r. c ユーザ、型、及び、それにアクセスする関数の定義
header. c ヘッダ型、及び、それにアクセスする関数の定義
s e n d. c メールを発送する機能を実現する関数の定義
r e c v. c メールを受信する機能を実現する関数の定義
o P t s. c メールコマンドのオプションを処理する関数
このプログラムをMS-DOS上のMS-Cで記述し、動作を確かめた。その後、
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